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1 はじめに




Wilson らは、体が大きな major ワーカーと小さなminor ワーカーの二型であるオオズ
アリ (Pheidole noda) の人工コロニーを用いて状況依存型役割分担について観察を行っ























として、Bonabeau らは反応閾値モデルを提唱した [2, 3] 。反応閾値モデルの基本ルール
は次のように表される。まず、(i) 個々のアリはタスクに従事し始めるための固有の腰の



























RFID(Radio Frequency Identffication) とは、電磁波を用いた近距離無線通信によっ
て、ID 情報を埋め込んだ RFID チップと情報をやり取りするものである。我々が普段利














リを住まわせ、ゴムチューブで採餌スペース (ForagingSpace) と連結させた (図 2\mathrm{A}) 。 こ
のゴムチューブの上にセンサーを設置する (図 2\mathrm{B} )。コロニー内にいる全てのワーカーに
RFID チップ*1 を付けた (図1)。センサーの通過頻度を採餌頻度とした。ForagingSpace
には、常に昆虫ゼリーを設置しておき、ミールワームについては適宜与えた。これらを




























 $\omega$ 0\triangleleft^{\mathrm{j}}\llcorner\dot{\overline{\mathrm{t}}} \neg|-\mathrm{D}\mathrm{e}\mathrm{c}.
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